




































第 1回は 2017 年 12 月に収録, 配信を行った｡ 公
開音声は約 90 分の長さである｡ Bemの予知能力論
文 (Bem, 2011), 2012 年刊行の Perspectives on
Psychological Science の特集号, そして Science








ている (cf. Dreber et al. 2015)｡
第 2 回は 2018 年の年明け早々1 月に収録, 配信
を行った｡ 公開音声は約 80 分の長さである｡ 第 1
回では実はこの企画の名前が決まっていなかった
(暫定的にイケダラジオとしていた) が, その後の
議論により ｢TODA RAIDO｣ という正式名称が採
用された｡ 第 2 回の冒頭では TODA RADIOとい
う命名の由来を紹介している｡ この回は第 1回に引
き続き, 再現可能性の基礎として, Simmons
(2011) の False Positive Psychology を中心に,




第 3 回では TODA RADIO初のゲストとして関
西学院大学の三浦麻子教授を迎えて, 2018 年 1 月
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第 4 回は 2018 年 3 月, 専修大学にて公開収録を









第 5 回は第 4 回から半年ほど時間があいて 2018
年 12 月, 京都大学神谷之康教授をゲストにお迎え














Bem による予知能力論文 (Bem, 2011), そして
2015 年 Science 誌上で発表され大きな話題になっ
た大規模追試研究 (Open Science Collaboration,
2015) など, 科学としての心理学を取り巻く状況は









いては池田・平石 (2016) に詳しい｡ 著者のひとり
で TODA RADIOコメンテーターの池田は早くか


























































ピックを箇条書きにした ｢台本｣ (A4 で 1 枚～2 枚































気軽に始めるサイコミュ～TODA RADIOの実際～ (高橋 康介・池田 功毅)
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図 1 第 1 回放送の台本
信する｡ ウェブサイトに音声ファイルや関連情報を












あった｡ しかし, 始めて 1年強しか経っていないに
もかかわらず, 学会に参加すれば TODA RADIO
が話題に上がり, 三浦氏や神谷氏などのビッグネー






2018 年 1 月と 2019 年の 1 月, 愛知県犬山市で
｢犬山認知行動研究会議｣7 という研究会が開催され
た｡ 2018 年は高橋と池田の両名が参加し, 池田は
｢トレンド・ウォッチ再現可能性｣ というタイトル
で再現性問題を議論し, TODA RADIOの紹介も
行った (なお, 2018 年 1月の研究会でもツイッター
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